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金沢工業大学のプロジェクトデザイン教育について

平成２８年 １月

大学の教育の目的が知性、感性、徳性を養うことにあるとする信念のもと、

我が国の文化を探求し、高い道徳心と広い国際感覚を有する創造的で個性

豊かな技術者・研究者の育成を目指す。

深遠な技術革新

高邁な人間形成

雄大な産学協同

確かな基礎学力の育成を基本において、我が国の技術革新に寄与すると共

に、将来の科学技術振興に柔軟に対応する技術者・研究者を育成すること

を目指す。

我が国の産業界が求めるテーマを積極的に追求し、広く開かれた大学とし

て地域社会に貢献することを目指す。

K Kindness of 
Heart

思いやりの心
私たちは素直、感謝、謙虚の心を持つことに努め、明るく公正な学びの場を実現します。

I Intellectual 
Curiosity

知的好奇心
私たちは〔情熱、自信、信念〕を持つことに努め、精気に満ちた学びの場を実現します。

T Team Spirit
共同と共創の精神
私たちは〔主体性、独創性、柔軟性〕を持つことに努め、共同と共創による絶えざる改革を進め、
前進します。

I Integrity
誠実
私たちは、誠実であることを大切にし、共に学ぶ喜びを実現します。

D Diligence
勤勉
私たちは、勤勉であることを大切にし、自らの向上に努力する人を応援します。

E Energy
活力
私たちは、活動的であることを大切にし、達成や発見の喜びを実現します。

A Autonomy
自律
私たちは、自律することを大切にし、一人ひとりを信頼し、尊敬します。

L Leadership
リーダーシップ
私たちは、チームワークを大切にし、自分の役割における自覚と責任を持ちます。

S Self-
Realization

自己実現
私たちは、自らが目標を持つことを大切にし、失敗に臆することなくさらに高い目標に挑戦する
ことに努めます。

建学綱領 KIT-IDEALS（行動規範）

金沢工業大学 常任理事・プロジェクト教育センター所長 谷 正史
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平成28年1月8日
教育課程部会

産業教育WG 資料４－４
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知識の伝授 → 知恵の創出
解が一つ → 解が多様
例題解答型 →  問題発見・解決型

「自ら考え行動する技術者の育成」

実学志向のキャリア教育推進

教職協働
体制

学

力

知
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行
動
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間
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問
題
発
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解
決
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題
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答
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教育目標の明確化

教育の座標軸（知識から知恵へ） 総合力 「 学力×人間力 」

穴水湾自然学苑教育

教育の目標と座標軸の変容
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正課教育（授業）と正課外教育（課外活動）の相乗的な効果で人材育成

学部教育システム

4

実社会で出会う問題

解が一つということはなく、多様な解が存在

する問題

一人で問題を解決するのではなくチームで問

題を解決

そのため、問題発見から解決にいたる過程・方

法を実践しながら学ぶプロジェクトデザイン教

育をカリキュラムの中心として配置（必修17単

位）

この教育で「チームでアイデアや知識を組み合

わせることによって、一人では生み出すことが

難しい新たな発想や価値が生み出されること」

を体験

学年に応じて「簡単なものから複雑なものへ、

さらにシステム的なものへ」と発展

チームを組み、新しい価値を生み出す
「プロジェクトデザイン教育 」

プロジェクトデザイン教育 （イノベーションを生み出す人材育成を目指して）
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① PD科目には実社会で用いられている問題発見・解決策の創出・評価検証プロセスを導入。

② この教育の特徴は、初等中等教育から高等教育の中で行われている一連の系統学習で修得した知
識を実践的に応用。

③ 一つのプロジェクトには様々な知識の応用が必要となり、それらが相互に重なり合ってはじめて
問題発見や解決策の創出が可能。

プロジェクトデザイン教育の狙い

④ 学習領域ならびに知識レベル（柱の
高さ）が異なる学生たちが、チーム
活動によってお互いに応用範囲を補
完。

⑤ 教員から提示するメインテーマの領
域ならびに必要となる技術レベルの
専門性は学年と共に高度化。

⑥ プロジェクト活動を行う中で、専
門・基礎科目で得られる知識と、実
験・実習科目で得られるスキル等の
統合化。

プロジェクトデザイン教育の構成とプロセス

学年 学期 科目名 単位 概 要

1

前 PD入門 2
身近な現象や地域社会の問題を対象に、各自が収集してきた知識を組み合わせ、
実験による問題解決の基本的な考え方や対応力を学ぶ。

後 PDⅠ 2
地域や身の周りの問題を発見し、収集した知識と知識を組み合わせて解決につな
がる複数のアイデアを創出し、その中から最良のアイデアを提案する手法を学ぶ。

2

前 PDⅡ 2
地域社会の問題や専門に関連した問題の解決に取り組み、様々な視点から問題を
検討し、それを解決するための複数のアイデアを提案できる能力を身に付ける。

後 PD実践 2
PDⅡで考案した問題の解決案を実際に形にするための考え方や取り組み方を修得
する。計画・実行・評価・再設計を繰り返し、各自の実行能力を高める。

3 後 専門ゼミ 1
専門分野に関するPDⅢの課題（プロジェクト）について提案し、これまでに修得
した知識・技術を用いて、その課題を解決するための方法を検討する。

4
前

PDⅢ 8
4年間で身につけた知識・能力を統合して専門分野における「多様な解がある問
題」「未知な問題」に挑戦し、成果を公開審査で学生自らが社会にむけて発表。後

6
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例：人間と自然セミナーⅠ スケジュール （2泊3日）

第

１

日

8：40 大学出発

11：10 入苑式、健康調査など

13：00 オリエンテーション、海洋活動説明

14：15 講話

15：30 グループ討議説明

17：00 夕べの集い

19：30 グループ討議（１） （自己紹介、テーマ討議など）

23：00 消灯

第

２

日

6：30 起床、朝の集い、清掃

9：00 海洋活動（１）（カッター漕艇、穴水湾海域調査、ロープ
ワーク）

13：10 海洋活動（２）（カッターレース）

17：00 夕べの集い

19：30 グループ討議（２）（発表準備、リハーサル）

23：00 消灯

第

３

日

6：30 起床、朝の集い、清掃

9：00 グループ討議（３）（発表、講評）

10：50 退苑式

12：00 穴水湾自然学苑を出発し、やつかほリサーチキャンパス見学

16：30 大学到着、解散

穴水湾自然学苑教育（人間と自然セミナーⅠ･Ⅱ･Ⅲ） [正課]

卒業要件：Ⅰ･Ⅱ･Ⅲすべての合格
1年生：人間と自然セミナーⅠ
2年生：人間と自然セミナーⅡ
3年生：人間と自然セミナーⅢ
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教育目標：自ら考え行動する技術者の育成

技術者に求められる資質・能力： 総合力 ＝ 学力 × 人間力
総合力 ＝ 学力 ＋ 人間力

教育の展開方針

1. 知識の修得と共に、知恵の活用を重視。
2. 新しい学習プロセス「 CLIP」を開発し全科目に導入。
3. 学生たちは講義や自学自習で｢知識を取り込み｣、自らの体験や仲間との実験・演
習の中で「思考・推論」することによって、組み替えや結びつけを行い、「新た
な知識を創造」し、その成果を「発表・表現・伝達」する。また、チーム活動・
チーム学習を推進して「コラボレーション」ならびに「リーダーシップ」を体
験・実践しながら高めると共に、行動に移す「姿勢・意欲」の増進を図る。

4. この学習プロセスにアクティブ・ラーニングを組み合わせることで、学生たちは
自らの総合力をスパイラル状に高め、獲得した知識を知恵（応用力）に転換でき
る「自ら考え行動する技術者」を目指している。

5. 本学教育が総合力の育成を目指していることを学生及び教職員が強く意識する。

教育目標の達成に向けて
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11 科目の基本的な情報である単位数や開講期、科目
担当者の情報を記載

学習教育目標とキーワード及び授業の概要を記載

授業で使用される教科書や参考書を記載

履修前に必要とされる知識や技能などを記載

学生の行動目標として「何ができるようになる
か」と学習教育目標との関係を記載

CLIP学習プロセスに基づく評価の方法と割合を
記載
総合力指標で示す数値は、授業運営上、考慮す
る総合力についてのおおよその目安を記載

22

33

44

55

66

77

88

具体的な達成の目安を記載
「理想的な達成レベル」と「標準的な達成レベル」

11

22

33

44

55

66

77

88

授業明細表として「学習内容」「授業の運営方
法」「学習課題（予習・復習）と学習課題に要
する標準的な時間」を記載

学習支援計画書（シラバス）

指標と 評価方法

評価割合
試験

小テスト
クイズ

レポート
成果
発表

作品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 20 15 35 15 0 5 10 100

総
合
力
指
標

1.知識を取り込む力 8 7 10 0 0 0 0 25

2.思考・推論・創造する力 8 8 10 5 0 0 0 31

3.コラボレーションとリーダーシップ 0 0 0 5 0 0 0 5

4.発表・表現・伝達する力 4 0 5 5 0 0 0 14

5.学習に取り組む姿勢・意欲 0 0 10 0 0 5 10 25

CLIPによる成績評価（参考：科学技術者倫理の学習支援計画書より抜粋）

ＣＬＩＰ（Comprehensive Learning Initiative Process）
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京都市立工学院高等学校

石川県立工業高等学校

越日工業大学

産業・情報技術等指導者養成研修

他の教育機関でのプロジェクトデザイン教育の実践例
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調査目的
「在学生」「卒業・修了生」「教員」「職員」「企業」を対象に
本学に対する評価、満足度の確認を行い現状を数値的に把握し、
改善活動への展開を図る。

質問項目
大学に対する満足度
授業・学習支援の評価
教職員と大学の改善取組状況の評価
福利厚生の評価
KIT-IDEALSに関して など

調査年度
平成15年度より毎年実施（企業は平成17年度より3年に一度）

評価・報告・公開
学部会（全教員対象）、各部署（全職員対象）、
学内イントラネット（全学生対象）、HP

調査目的
1年間に受けた授業に対する評価と満足度の確認を行い、授業改
善・教育改善を図る。

質問項目
受講前の科目に対する興味
1回の授業に対する予習・復習時間の程度
授業の進度
授業に対する教員の熱意
授業を終えた時点の満足度 など

調査年度
平成15年度より毎年実施

評価・報告・公開
学部会（全教員対象）、
学内イントラネット（全学生対象） 、HP

KIT総合アンケート調査 授業アンケート調査

アンケートによる自己点検評価

12

３つの評価軸と評価方法

例）実践力と創造力を持つ高信頼スマート組込みシステム技術者の育成 評価軸と方法



13

ＥＴ人間力

ステークホルダーにアンケートを実施し、その結果から「組込み
システム技術者に必要とされる人間力」のルーブリックを作成

1. 人に対して
2. 周囲や集団に対して
3. 話し合いの場面で
4. 自分自身について
5. 課題を解決するにあたって

1. 親しみ易さ
2. 気配り/共感・受容/多様性理解
3. 役割理解/連携行動
4. 情報共有
5. 考えを述べる
6. 建設的・創造的は討議
7. 感情を整える
8. 主体的行動
9. 情報収集・本質理解
10. 目標設定・シナリオ構築・修正・調整

ਏ
৺
ড
␗
ॻ

例） ＥＴ人間力

14

ＥＴ人間力

例） ＥＴ人間力
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ＥＴ技術力

赤：知識として定着している

青：種類や特徴、動作の仕組みの概要を理解している

黒：言葉の意味や概念を知っている

例） ＥＴ技術力

16

ＥＴ習熟度

学生時代に何に取り組み、どのような経験をし、何を学習し、

どう感じたか等をポートフォリオに蓄積

例） ＥＴ習熟度
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12個のスキルの自己評価（ジェネリックスキル）
1.対人基礎力･･････････①柔軟性 ②情況把握力 ③働きかけ力 ④発信力 ⑤傾聴力

2.対自己基礎力････････⑥ストレスコントロール力 ⑦主体性 ⑧実行力

3.対課題基礎力････････⑨課題発見力 ⑩計画力 ⑪規律性 ⑫創造力

各々９段階で自己評価

プロット図に転記し可視化

自己認識

アクションプランの作成
２～３項目（自身が伸ばし
たいと考える能力の選
定。）

→管理者（職員）との
面談

インターンシップ実践

１年後に振返り

管理者との面談

１年間の自己評価と
他者評価による振返
りと次のアクション
プランを作成

ポートフォリオ入力

ステップ１ ステップ２

ステップ５ ステップ４ ステップ３

成長支援型評価システム
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ステークホルダー交流会の目的

１．学生自身の情報発信力や

コミュニケーション力を向上させる。

２．今後の修学計画を社会へコミットする

ことにより修学意欲を喚起させる。

３．学生の発表で得たステークホルダー

からの反応を教育改善に活かす。

産学連携・地域連携プログラム等で学生が成長

自己成長をＰＲ

例） ステークホルダー交流会
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年間300日活動できる「学生が主役」の大学

学生の意欲と自主性を引き出す教育システム
• 教育支援機構の設置 → 教育センター群の体制整備

• 産学連携機構の設置 → 産学協同教育の体制整備

• 研究支援機構の設置 → 研究所群の体制整備

8:40 22:00

正課外教育(放課後)

教育支援機構（8つのセンターの学習支援プログラム）
数理工教育研究センター、ライブラリーセンター、夢考房、アントレプレナーズラボなど

10:10

2限 3限 4限1限

10:30 12:00 13:00 14:30 14:50 16:20

授業

24時間年中無休のオープン自習室

学生が自主的・主体的に学習できる学習環境整備
→ 学生のキャンパス滞在時間の延長、学習の場と

コミュニティーづくり

修学満足度・授業満足度の向上
→ 学生満足度の向上

授業（正課）と課外教育による学習の質と量の確保
→「教育の質保証」

→ 正課外教育プログラムの充実（数と質）

１年

３６５日

合計300日

学生主役の大学づくり



CDIOイニシアチブ
CDIOとは

Conceive（考え出す）‐Design（設計する）‐Implement（実行する）‐Operate（操作・運営する）
の略で、工科系大学の教育プログラムを改革することを狙いに2000年にMITとスウェーデンの３つの
大学が協力して発足したプロジェクト

このプロジェクトはCDIOイニシアチブと呼ばれ、その構成は「CDIOスタンダード」という工学教育
のフレームワークと、「CDIOシラバス」という卒業生に求める知識・スキル・態度をまとめたもの
から構成

CDIOのビジョン

製品開発をはじめとした社会活動で行われているC‐D‐I‐Oの枠組みで、学部レベルの専門基礎に
フォーカスし統合化したカリキュラムを学生に提供

工学教育の概念的発展の歴史

個人のスキル

対人能力

製造技術

加工技術

システム構築技術

専門領域の知識

1950年代以前
実践的技術 エンジニアには両者

の能力が求められ、
そのための教育方法
の開発が必要

1980年代
サイエンス

2000年
CDIO

問題理解
観察
共感

ニーズ
明確化

発案 視覚化
ユーザー
フィード
バック

着 想 試作作成

Conceiv
e
考え出す

Design
設計する

Impleme
nt
実現する

Operati
on
運営する

デザインシンキング

PD入門PDⅠ

PDⅡ PD実践

専門実験Ａ・Ｂ

PDⅢ専門ゼミ

身
近

専
門
的

Conceive
考え出す

Design
設計する

Implement
実現する

Operate
運営する

問題発見 定義 解決策創出 解決策の具体化
解決策の実現・

実装
解決策の
運用

検
証

専門力を生かした活動専門分野を限定しない活動

▲ミーティング ▲調査・仕様検討

▲ミーティング議事録

▲シャシ設計

▲ホイール設計

▲サスペン
ション製作

▲モータ
製作

▲ブレーキテスト

◂電子回路
製作

▲オーストラリア
レース

▲走行
課

外

▲ファシリテート ▲解決策の創出 ▲解決策の具体化 ▲解決策の実現 ▲解決策の検証 ▲口頭発表

正

課

解が
多様に
存在
する
テーマ

PD教育とCDIOの関係
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